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  ごあいさつ

阪奈包装有限会社は、「かけがえのない地球環境」と社是に掲げております

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「平和で豊かな社会」を次世代へ引き継ぐ社会的使命と地域社会への貢献の為、

全社員一丸となって以下の方針に基づく環境保全活動を推進します。
トップへ

「包装資材の製造・販売事業」を行う上で、事業活動及び製品・サービスが
環境に与える影響を的確に捉え、環境マネジメントシステムの継続的改善と
環境汚染の予防の努めます。

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．原材料の利用及び分別の徹底により廃棄物の削減、及びリサイクル向上に努めます。

４ ．節水の推進に努めます。

５ ．化学物質使用の適正管理に努めます。

６ ．グリーン調達に努めます。

７ ．環境に配慮した製品やサービスの提供に努めます。

8 ．この環境方針を社員一人一人に周知するとともに、一般に公開します。

田中　詩明代表取締役社長

環境保全行動方針

制定日： 2018年7月20日

＜基本理念＞

＜環境経営方針＞

地球温暖化、生物多様性の喪失、大量廃棄といった環境上の諸問題によって
深刻な危機にさらされています。
今後、人口増加や経済成長により環境問題がさらに深刻化する可能性があり
大手企業は言うに及ばず、私たち一人一人が自覚を持って取り組まなければなりません。
資源の使用量を極力減らし、環境への負荷が最小限になるよう当社は社員一丸となり
環境保全・環境経営全活動に取り組んでまいります。
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　組織の概要 更新日： トップへ
（１） 名称及び代表者名

阪奈包装有限会社
代表取締役社長　田中　詩明

（２） 所在地
本　社・工　場 大阪府大東市中垣内1丁目5番8号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 取締役常務　　　田中光広　 T E L：072-872-0413

担当者 環境事務局 田中聡　 T E L：072-872-0413

（４） 事業内容
ダンボール製品製造販売及び包装資材・包装機器・物流機器の販売

（５） 事業の規模
売上高

（６） 事業年度 7月1日～6月30日

□認証・登録の対象組織・活動 トップへ
登録組織名： 阪奈包装有限会社
対象事業所： 本社工場
対象外： なし

活動： 段ボールケース製造販売及び包装資材・包装機器・物流機器の販売

□事業や製品（商品）の紹介

　目ざましい経済の発展と技術の進歩で、パッキング（包装）の分野でも多種多様な対応と
　研究が必要となっています。次々と開発される新しい製品やテクノロジーには、それにふさわしい
　パッキングが必要とされます。

　しかし、同時に今、地球環境の改善が叫ばれ、社会に対する企業努力が問われる時期でもあります。
　新しく、そして環境に優しい「モノ」が望まれます。

　常にお客様の側に立ち、細かいニーズに応え「商品を守る」を
　モットーに社会に貢献出来ることを願ってます。

※画像および文章は参考資料より抜粋しております。

2022年8月15日

底ワンタッチ式の段ボールをお客様にご提案させて頂いて
おります。
封緘時にテープの使用を無くすことができる為、エコにも努め
ます。
また組立・梱包時に掛かる手間を削減することができ、作業効
率アップにも繋がります。

パルプモールドの提案を推進しております。
パルプモールドとは、古紙を水で溶かし絡み合わせて、金型で
炒き上げた後、乾燥させてできる紙成型品です。
通気性や保水性、形状の柔軟性に優れ、卵・成果物などの品質
の保持に大きく貢献するのが特長です。
身の回りの紙類をもう一度資源として「再利用」するだけでな
く、最終的に土にかえるまで全て、環境にやさしい紙成形品と
言えます。

従業員　　　　　

9.4億円

1,107　㎡延べ床面積　　　

本社
30　名
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日： トップへ

田中　光広

田中　聡

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理責任者

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

代表者（社長）

環境管理 責任者

代表取締役
田中詩明

2022年8月15日

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門における環境経営方針の周知

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

部門長

環境委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営システム実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

環境委員会

・環境管理責任者を任命

以下の各部門

環境事務局

・環境経営に関する統括責任
役割・責任・権限

・環境経営レポートの確認

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・環境経営方針の策定・見直し

環境事務局

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

営業部

山東 雅之

業務部

林 佐央里

製造部

中西 大樹

配送部

尾首 金時
総務・経理部

山下直之
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※2019年度の水使用量は、井戸水が含まれています。

58,870

1,891,258

　段ボール等再資源化量 90,270

二酸化炭素総排出量 2,287,875 2,536,938
項　目

　一般廃棄物排出量 1,432 1,302 1,562
81,665

2019年 2020年 2021年

廃棄物排出量

1,730 114 194

CO2排出係数 0.496 0.334 0.334

電力会社 関西電力 関西電力 関西電力

水使用量

採用年度 2016年度 2019年度 2019年度

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

〇
〇

〇

✕

✕
✕
✕

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成 トップへ
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

1,227

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 16,813

4,580 4,400 4,2254,600

2,517,124

2,500,815

99%

4,242 4,840 4,802 3,836
4,170 4,182

3,309
4,400 4,360 4,280

99%

16,30916,645 17,551

99% 99%

2022年 2023年

（目標）

97%

環境に配慮した生産活動

グリーン購入の推進

4,521 4,450

11月10月9月8月
4,095

・生産工程の時間短縮

・不要照明の消灯（事務所） ○

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

○

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

4,1004,429 4,138 4,100
4,380

行動目標（次項による）

4月3月2月1月12月

114 113 194

行動目標（次項による）

※　灯油とガスの削減目標は、少量のため設定していません。

印刷用インキの適正使用
行動目標（次項による）

98%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

上記二酸化炭素排出量
合計

kg-CO2 2,594,973 2,569,023 2,524,624 2,543,073

一般廃棄物の削減
kg 1,239 1,227 1,562 1,227

基準年度比 2020年 99% 126%

2021年
評
価

2020年

（基準年) （目標）

2020年 99% 170%

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 2,578,160 2,552,378 2,507,073 2,526,597
98%

㎥ 113

数値目標

16,477
（目標）

○

水道水の削減

× 昨年とほぼ同水準で一年を過ごせたことは一つの成果である。
次年度は省エネ製品の導入など設備投資も視野に入れていく。○

・残業時間の短縮

97%基準年度比 2020年 99% 104%

基準年度比 2020年 99% 97%

113
基準年度比

3,429 4,768

（実績）

７月 6月5月

0

2,000

4,000

6,000

７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

電力（kWh） 2020年 2021年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

取組紹介欄

2020年

2021年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

売上と走行距離が一概に比例するとは言えないが、ただ走行距離だ
けを追うのではなく、売上の数値と比較などできると意思決定に大き
な違いが出そうな気がする。
次年度の取り組み内容変更も検討してみる。

574 608 560
601 619 575 539

○

2月 3月 6月
530 686 498

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

達成状況

エコドライブ10の推進（エアコンの適切な
使用等） ○

・効率的なルートでの納品・営業活動
○

数値目標

560 600 800 764 635
5月

・エリア別営業活動の見直し

776 520 485478

4月 5月 6月
108

4月 5月 6月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月 1月 2月
1,679
1,608 1,386 1,510

1月 2月 3月

1,632

110
145138

102
144

98 102 99
125

1,520

・梱包材の再利用 △

10月 11月

1,874

一般廃棄物の量を削減する方法に悩まされている。
他社様の取り組みなど参考になる行動を取り入れていきたい。

×

1,842

○

1,786 1,630 1,567

７月 12月

数値目標 ×
・分別の徹底

135 132 126
108

・帳票見直しによる印刷物の削減

135 105 112

1,710 1,654 1,802

108 126

達成状況

102 110 108 102
8月 9月

1,774 1,589

７月 8月 9月

100

Ａ-4用紙の再利用 ○

10月 11月

７月 8月 9月
1,908 1,344 1,517 1,853 1,638 1,461

3月

12月 1月 4月

558 526 604

1,813 1,918
10月 11月

560 564

0

500

1,000

７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ガソリン（L) 2020年 2021年

0

1,000

2,000

3,000

７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

軽油（L) 2020年 2021年

0

50

100

150

200

７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年
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水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

印刷用インキ使用削減

取組紹介欄

製造工程表作成時に、なるべく同色をまとめ
色変え回数を減らす様に工夫する。

インキの塗布量が過剰にならない様に注意する事により
洗浄時間の短縮に努める。

グリーン購入の推進

取組紹介欄

会社購入備品、消耗品での
グリーン調達品の選定を確認すると共に
現行品との価格比較を明確にして
順次変更する

0 32 0

印刷物を取り扱わなければ、必然的にインク使用量もなくなる為、総
印刷数から
インク使用料が割り出せるよう仕組みを変えていかないといけない。
不良も然りだが、追っている数字に意味を持たせたい。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月 1月
17 19

4月
020

数値目標 ×

19

これ以上節水するところがない所まで来ている気がする。
今より増えないよう施策を継続して行えるようにする。

3月
21 0

2月
0

７月 8月
00 0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

達成状況

46 46 34 0 32

○

○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○
・有害性物質の表示の徹底

達成状況

在庫量の適正管理を行う

0

・事務用品グリーン購入比率向上

0 32

次年度も同様の目標が必要なのかどうか検討する必要がある。・有害性の少ない資材の購入 ○
・省エネ性能の高い電気製品の購入 ×

△

9月 10月 5月 6月
18

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 32

〇

11月

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

達成状況

0

10

20

30

40

50

７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

水道水（㎥） 2020年 2021年
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環境に配慮した生産活動

取組紹介欄

①整理・整頓により作業スペースを広げ、効率よく作業する。
②会社内外の清掃回数を増やし、美化活動
③会社内に、ごみに成りそうな物は持込無い工夫

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無 トップへ
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空圧機、空調機、ﾌﾟﾘﾝﾀｰｽﾛｯﾀｰ

業務用空調機

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境目標・活動計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画 トップへ

◇その他 ◇実施体制他

【今回の評価結果と今後の経営視点】

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

　

フロン排出抑制法

・廃棄した商品の仕入れ価格の集計をグラフ ×

消防法（危険物）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
事業系一般廃棄物、産業廃棄物（段ボール）廃棄物処理法

適用される法規制

不良削減を目指し製造部では取り組みを行ってくれてい
るが、
実際どれだけの削減できているのか成果がみえてこな
い。

次年度も変更なく進めていくこと。

・稼働率向上　（メイン機械の稼働時間の集
計） △

・顧客クレーム削減　（半製品での検品商品
点数を増やす） 〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・不良率低減　（社内製造での、ミス件数集
計） ○

作業指示書の確認、伝達事項の明確化、理解度を上げる事により
作業時間の短縮に努めた事により、一部部署では終業が早くなった

2022年8月15日

SDGｓから森林保護やＦＳＣなどの言葉をよく耳にするよう
になりました。
またコロナウイルスやロシア・ウクライナ間での戦争によ
る値上げの要求がより一層高まった一年でした。

次年度も変更なく進めていくこと。

電力削減を目指し省エネ製品への買い替えを検討してい
る。

審査の改善事項を受けて、目標の基準年度の見直しを行
うこと。

騒音規制法
振動規制法

全部署での電力の削減、製造部での不良削、配送部でのルートの効率化による燃料使用量の削減が主な取り組みになるが、
設備自体への投資が必要なところまで来ている。
太陽光発電など自然エネルギーの使用も視野に入れて情報収集に努める。

環境関連法規制等の遵守状況の評価、確認の結果
危険物の保管

空圧機、空調機、ﾌﾟﾘﾝﾀｰｽﾛｯﾀｰ
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　これまでの環境活動の紹介

省エネのエアコンを一台導入しました。
　 電気代など経費を削減する目的もありますが、

現場での作業負担を少しでも軽減できればと考えます。

現場にビニールカーテンを設置しました。
少しでも暖気・冷気を防ぎ、作業環境を適正温度に
保てるよにしています。

プリスロキッカー部の空調ダクトを延長しました。
ニ名体制時に空調が行き届かないことがある為、
作業負担を減らせるようにしました。

編集後記
従業員の作業環境を整えれるよう、安全に重点を置き、
日々改善活動に努めていきたいです。
もちろん現場だけでなく、配送・業務・営業含め部隔たりなく、
快適な作業環境を提供できるよう従業員の声に耳を傾けて
いきます。

日ごろから活動の写真を撮って、紹介してください。

過去の取組を記録として残すのも一案です。

＜活用方法＞

・自社の商品をＰＲ（特に環境に配慮したことを）

・利害関係者に自組織の活発な稼働をＰＲ（就活者もよく閲覧し

ます）

・従業員へのメッセージ

・従業員の声（活動紹介）

・部門長の声
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